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機 関 名 東京工業大学 拠点番号 Ｂ０８ 

拠点のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称 産業化を目指したナノ材料開拓と人材育成 

１．研究活動実績 

①この拠点形成計画に関連した主な発表論文名・著書名【公表】 
 ・事業推進担当者（拠点リーダーを含む）が事業実施期間中に既に発表したこの拠点形成計画に関連した主な論文等 

〔著書、公刊論文、学術雑誌、その他当該プログラムにおいて公刊したもの〕） 
・本拠点形成計画の成果で、ディスカッション・ペーパー、Ｗｅｂ等の形式で公開されているものなど速報性のあるもの 

※著者名（全員）、論文名、著書名、学会誌名、巻(号)、最初と最後の頁、発表年（西暦）の順に記入 

    波下線（   ）：拠点からコピーが提出されている論文 

下線（   ）：拠点を形成する専攻等に所属し、拠点の研究活動に参加している博士課程後期学生 
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者

（３名程度）） 

１．開催時期： ２００３年１１月２１日（金） 

  場所：   東京工業大学 大岡山キャンパス 

  会議の名称：２１世紀ＣＯＥ東工大材料科学 第１回国際シンポジウム 

  参加人数： １７３名（うち外国人参加者数１３人） 

  主な招待講演者： 

   ・Alain Deffieux 教授（フランス） ボルドー大学 教授 

   ・Easo P. George 教授（アメリカ） オークリッジ国立研究所金属・セラミック研究部 主幹研究員 

                     テネシー大学 材料科学科 教授 

   ・Orland Auciello （アメリカ） アルゴンヌ国立研究所 研究員 

   ・Howard Katz（アメリカ） ルーセントテクノロジー ベル研究所 上級技術員 

                 有機エレクトロニクスにおける学際、国際協力主任 

                 高速光エレクトロニクスモジュレーター開発 プロジェクトマネージャー 

   ・Flemming Besenbacher 教授（デンマーク）オーフス大学 物理学研究所 

 

２．開催時期： ２００４年７月２７日（火） 

  場所：   東京工業大学 大岡山キャンパス 

  会議の名称：東工大材料グループ２１世紀ＣＯＥプログラム・人材育成フォーラム「スーパードクター育成への道」

  参加人数： ２３０名 

  主な招待講演者： 

   ・菊地 紘 松下電工株式会社 副社長 

   ・横山 浩 産業技術総合研究所 ナノテクノロジー研究部門長 

   ・可児 晋 三菱商事株式会社 顧問 

 

３．開催時期： ２００４年１２月９日（木） 

  場所：   東京工業大学 大岡山キャンパス 

  会議の名称：東工大２１世紀ＣＯＥプログラム 第２回国際シンポジウム 

「Nano Technology in Organic and Polymeric Materials」 

  参加人数： 約１００名（うち外国人参加者５名） 

主な招待講演者： 

     ・Alberto Morpurgo 教授（オランダ） デルフト大学 教授 

   ・Kwang-Sup Lee 教授（韓国） ハンナン大学 教授 

   ・Nikos Hadjichristridis 教授（ギリシャ） アテネ大学 教授 

   ・Krzysztof Matyjaszewski 教授（アメリカ） カーネギーメロン大学 教授 

 

４．開催時期： ２００５年１１月２２日（火） 

  場所：   品川プリンスホテル 

  会議の名称：東工大-名大材料系ＣＯＥ合同シンポジウム「自然に学ぶナノマテリアルの開拓」 

  参加人数： １１２名 

  主な招待講演者：・柘植 綾夫 総合科学技術会議 議員 

 

５．開催時期： ２００７年１月３０日（火） 

  場所：   虎ﾉ門パストラル 

  会議の名称：東工大材料系ＣＯＥ最終成果報告シンポジウム 

  参加人数： １２０名 

  主な招待講演者：・白川 英樹 ノーベル化学賞受賞者 

 

その他、キックオフシンポジウム（２００２年１２月）、公開シンポジウム（２００３年５月）、若手フォーラム 

（２００３年８月、２００４年１０月）、東工大-慶應大合同若手フォーラム（２００５年１０月、２００６年１０月）

などを開催した。 
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２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容 

教育活動においては４専攻の博士後期課程学生を対象とした新しい２つのコースの設置を謳った。 

１．ナノイニシアチブマテリアル(NI)コース 

・目的： 先端研究を通して博士後期課程の学生の研究能力に一層の磨きをかけようとするもので、“材

料工学アカデミックスクール”に相当する。本コースでは、将来において材料科学・技術分野の産・学・

官のリーダーとなる人材を育成しようとするねらいを持つ。博士課程の学生の中から、定員の10％程度

の卓越した学生を選抜し、数ヶ月の海外研修や海外の大学の先生を副指導教官とするなどの新しい教育

制度を行う。このコースに入学を許可された学生には奨学金に相当する意味でRA経費を給付する。もち

ろん、年度ごとに評価をして、必要により入れ替えもおこなう。 

・教育目標・内容： 本コースでは、関係４専攻内でのインキャンパス教育によるナノテクノロジーを駆

使した先端材料研究の推進に加え、外部の先端研究組織でのアウトキャンパス教育を通じて、研究面で

の深い専門性と先見性の涵養に加え、国際性と広い視野を兼ね備えた人材育成を目指す。 

・対象者： 本学の物質科学創造専攻、材料物理科学専攻、材料工学専攻、有機・高分子物質専攻の博士

後期課程に学籍のある者。 

・実施時期：2004年度からプロジェクト最終年度の2006年度の４年間。 

・採用人数： 若干名（４専攻博士課程の10%程度にあたる平均６名/年） 

・選抜方法： 志願者の提出した、志願票、これまでの研究内容、これからの研究計画、自分の将来像の

書類を事業推進担当教官全員で書類審査し、２倍程度まで１次選抜した。２次選抜として面接試験を行

い、最終選抜した。 

・実績内容： ４年間を通して、海外留学が３名、海外研修が計21名の23件、受賞数20件。また、その間

の学位取得者数は15名。 

２．プロジェクトマネージング（PM）コース 

・目的：材料工学に関する基礎知識を広く持ち、これにより柔軟な発想を可能とし、さらに技術シーズを

産業に結びつけるための基礎知識を備えた人材、すなわち「スーパードクター」の育成を目指した。 

・教育の内容： 本コースは世界的にも他に類を見ない博士課程コースであり、博士号の学位を取得する

ための要件として研究による学位論文の提出の他に、ビジネス、経営、起業、プレゼンテーションスキ

ルなどに関する講義を６科目９単位必修とするほか、自分の専攻以外の専攻で開講している講義を7科目

21単位取得することを義務づけた。本コースを履修する者は先のナノマテリアルイニシアチブコースと

同様の経済的な支援を受けることが出来る。本コースの特徴は次の２点である。 １）必修としてビジ

ネス概論、実践的事業戦略、技術経営論、プレゼンテーションスキルなどに関する講義を履修する、２）

これらの講義をアカデミアからではなく実社会の最前線で活躍する客員教員が担当し、ケーススタディ

や演習を中心とする寺子屋式教育で身につける。 

・実績：初年度は６名、その後ほぼ同数の学生を選抜しこれまでに２５名が履修した。また、特筆すべき

は２年目以降、プロジェクトマネージングコースは材料系以外の本学博士後期課程の学生が参加するよ

うになり、最終年度には生命理工学研究科、理工学研究科、イノベーションマネージメント研究科の学

生を加えて専門分野の異なる博士後期課程学生がともに学ぶ環境が作り上げられた。これを受けて本Ｃ

ＯＥ終了後の平成１９年度からプロジェクトマネージングコースは東京工業大学の特別教育研究コース

としての設置が認められ、材料工学特論を除くビジネス関連講義６科目が全学にオープンとなった。 

 
 



機関名： 東京工業大学  拠点番号： Ｂ０８    ２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果                 （総括評価）  設定された目的は十分達成され、期待以上の成果があった （コメント） 研究教育拠点形成計画全体については、学長のリーダーシップの下、研究戦略室、イノベーション研究推進体を基盤とし、拠点間の連携を推進する母体として「先進研究機構」を常設したこと、また、世界をリードする材料科学者を拠点リーダーとし、リーダーの高い理想と群を抜く研究実績で全体を引っ張り、研究・教育の新たな実験をスタートさせ、「先進ナノマテリアル研究センター」を正式に発足させたことなどにより、５年間という短期間ながら優れた成果をあげたと評価できる。 人材育成面では、「産業化」を意識し、また、俯瞰的視野の養成を目指して「プロジェクトマネージングコース」を設置し、これを全学コース化した。今後の継続的な拠点形成へ向けての重要なシステムを生み出したものとして高く評価できる。 研究活動面では、ありふれた元素だけを使って透明アモルファス酸化物半導体を「材料設計」的に創製し、世界的にも稀な「逆問題を解く」アプローチを成功させた成果として特記に値する。 ただし、事業推進担当者の個人のポテンシャルは高いものの、拠点としてのまとまりはまだ十分とは言えず、また、プログラム名に「産業化を目指した」というタイトルが付されているが、これらの点については産業連携の斬新な提案には至らず、努力は多とするものの従来の枠を越えた境地には至っていない。 補助事業終了後の持続的な展開については、当拠点の精神が、今後、より進化・完成を目指して開花するよう望むとともに、大学側のトップマネジメントの継続的努力が望まれる。 

 


